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企業理念および経営方針

当社は「みんなで良くなろう」という企業理念を基に、「計測」「制御」「分析」

のエンジニアリングを基盤として、あらゆる産業の発展に寄与し、広く社会に

貢献していくことにより、お客さま、お取引先、株主の皆さま、社員が良くなる

ことを目指しております。

お客さまの期待を
超える高付加価値の

ソリューションを提供する
環境保護、株主重視経営、

雇用等を通じ
社会的責任を果たす

企業倫理の尊重、
法令遵守に努め、

公正な経営を実践する
自立し誇りを持って、

学び成長し続ける
プロ集団を目指す

みんなで良くなろう
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新中期経営計画の実現に向け、
社員一丸となって取り組みます

代表取締役社長

田中  勝彦
Katsuhiko Tanaka

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　新型コロナウイルスが猛威を振るい、予断を許さな

い状況が続いています。感染症に罹患された方々には

心よりお見舞い申し上げますとともに、一日も早いご

快復をお祈り申し上げます。また、医療従事者の皆さま

や感染防止のため尽力されている方々へ深く感謝いた

します。　

　 ここに 第86期（2020年7月1日～2021年6月30

日）の業況をご報告申し上げます。当期は、ライフライン

（電気・ガス・水道）関連が堅調に推移したことに加え、

食品・飲料メーカ向けの分析機器販売が好調となりま

したが、自動車関連の回復が遅れ、「減収・減益」となり

ました。

　新型コロナウイルスの感染拡大を背景に低迷してい

た設備投資需要は、地域や業種による濃淡はあるもの

の、アフターコロナを見据え投資を再開する動きが出始

めております。当社は、顧客の成長に向けた潜在的な投

資需要を取り込むべく、「計測・制御・分析」をマルチ

ミックスしたDX（デジタル・トランスフォーメーション）

を軸にビジネスを拡大し、中期経営計画“IG2022”の目

標達成に向け、収益の確保に努めてまいります。

　また、経営環境の変化に対してより迅速かつ効率的

に対応できる体制を構築すべく、コーポレートガバナン

スの強化にも引き続き取り組んでまいります。

　株主の皆さまにおかれましては、今後も一層のご支

援、ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

2021年9月

ごあいさつ

1



SDGsの実現に向けて

私たちは、事業活動を通じてSDGsに積極的に取り組み、      持続可能な社会の実現を目指します。   

事業を通じた      SDGsへの貢献

西川計測の事業

経営基盤

お客さま、取引先
上下水道、エネルギー、プラント、自動車、石油・
化学、食品・薬品、研究機関・大学などあらゆる
産業に最適なソリューションを提供します。

地域社会
地域社会と積極的にコミュニケーションを図り、と
もに協力しながら、地域社会の課題解決に向けた
取り組みを進めます。

制御・情報機器システム

計測器

分析機器

産業機器・その他

E
環境

S
社会

G
ガバナンス

SDGsへの取り組み
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SDGsの実現に向けて

私たちは、事業活動を通じてSDGsに積極的に取り組み、      持続可能な社会の実現を目指します。   

事業を通じた      SDGsへの貢献

地球環境への貢献
エンジニアリング商社としてのノウハウを基に、環
境配慮型製品・省エネルギー製品・環境分析機器
の普及、サービスの提供に努めます。

社員
社員を「人財」と位置づけ、個々の持つ能力が最
大限に発揮されるためにも、良好な職場環境の
整備と社員・家族の健康管理に取り組みます。

ビジョンの実現

世の中に必要とされ、
役に立ち、

夢を与える会社となる
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地域社会

東日本大震災から10年

　2011年3月11日（金）、Ｍ9.0という観測史上最大の激しい揺れが日本を襲いました。あの未曾有の

大災害となった「東日本大震災」から今年で10年を迎えました。昨年は帰還困難区域を除くすべての

避難指示が解除されたものの、復興に向けては多くの課題が残っています。当時の当社の福島営業所は

今でも立入禁止区域となっています。

　震災の記憶は 、時間とともに人々の記憶から薄れていきます。しかし、決して忘れてはいけない

出来事です。

福島営業所 国道6号の崩落現場　

震災当時の様子

津波の被害を受けた制御装置

津波で流されたタンク
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防災への取り組み
　近年、地震や台風・豪雨等の自然災害により全国各

地で甚大な被害が発生しています。

　当社では万が一の災害に備え、各事業所や現場事務

所に５日分の飲料水や食料、簡易トイレや毛布等を備

蓄しており、災害時における一斉帰宅抑制対策に取り

組んでいます。

　また、定期的に防災訓練・安否確認システムの訓練

等を実施し、従業員の災害に対する意識向上に努めて

います。

水や食料品の備蓄

PHOTO

国内外から多くの支援やエールをいただきな
がら 一歩一歩、復興に向けて歩み続けている
福島県の現在の様子。

災害用トイレセットの備蓄災害停電時においても飲料供給ができる
自動販売機の設置

　今後も従業員の安全を守り、企業防災に継続して取り

組んでいきます。
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地球環境への貢献

カーボンニュートラルに向けて

　2020年10月、日本政府は2050年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、「2050年

カーボンニュートラル」を宣言し、脱炭素社会の実現を目指すことを発表しました。

　当社も、こうした政府の方針および世界規模で起こる気候変動リスクに対応し、カーボンニュートラル

に貢献できるよう、現在中長期的な環境目標とそれに向けたアクションプランの検討を進めています。

　今後も当社は、制御・情報機器システム、計測器、分析機器の販売およびそれに伴う工事、エンジニア

リング、サービス提供などの活動において環境に与える影響を踏まえ、環境保全活動を強力に推進して

いきます。

事業を通じて、温室効果ガス削減に貢献します

省エネ技術

再生可能
エネルギー
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トピックス

第1回　西川計測Web展 in KYUSHU 

　これまで九州支社、西九州支店では毎年、西川計測

展と題して地元での展示会を開催していました。しか

し、昨今のコロナ禍における状況において会場開催

が困難となりましたので、当社で初の試みとなるWeb

での展示会「西川計測Web展 in KYUSHU」を開催

しました。

　Web展を開催するにあたり、まずは、お客さまの課

題やお困り事をヒアリングし、その課題を解決するソ

リューションを選定しました。さらに、それらをテーマ

ごとに分類することで、プロダクトありきの展示会と

は異なり、課題解決型の展示会を実現しました。

　また、併せてセミナーも開催することで、掲載して

いるソリューションの内容をより深くご理解いただけ

るよう工夫しました。

　期間としては2021年1月中旬から約2ヶ月間開催し、

その間多くのお客さまにご来場いただき、お客さまよ

り「場所や時間の制約がなく、どこからでも気軽に来場

できた」、「興味を惹かれるウェビナーが多く面白かっ

た」などご好評いただきました。

　コロナ禍の中、お客さまに出向いて行うプレゼンテー

ションやデモンストレーションが難しい状況が続きます

が、これまでとは違う形で今後も情報発信を続けてい

きます。

TOPICS 1

日本全国のお客さまが

西川計測Web展 in KYUSHUに
アクセスしました。
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セキュリティマネジメントシステムの運用・強化

　当社は、2021年6月に情報セキュリティマネジメン

トシステムの国際標準規格である「JIS Q27001:2014

（ISO/IEC 27001:2013）」の認証を下記の通り取得し

ました。

　当社はデジタル技術を活用し、業務の効率化を進めて

います。こうした中、ますますセキュリティの重要性は

増してきていますので、今後も、情報セキュリティマネジ

メントシステムの運用・強化に取り組んでいきます。

認証番号：	 ISA IS 0373
適用業務：	  社内インフラ管理、運用　  社内向けシステムの開発、運用
	  社内セキュリティ管理、運用

ISMS（情報セキュリティマネジメントシステム）とは？

　近年、ITシステムやネットワークは社会インフラとして不可欠なものとなって

いますが 、一方で標的型攻撃やランサムウェアなどによる被害・影響も多発し

ています。こうした中、これらの脅威に対して適切にリスクアセスメントを実施

して、企業における総合的な情報セキュリティを確保するためには、ISMSの構

築・運用が必須事項となっています。ISMSとは、個別の問題ごとの技術対策

の他に、組織のマネジメントとして、自らのリスクアセスメントにより必要なセ

キュリティレベルを決め、プランを持ち、資源を配分して、システムを運用する

ことです。ISMSが達成すべきことは、リスクマネジメントプロセスを適用する

ことによって、情報の機密性、完全性および可用性をバランス良く維持・改善

し、リスクを適切に管理しているという信頼を利害関係者に与えることです。そ

のためには、ISMSを、組織のプロセスおよびマネジメント構造全体の一部と

し、かつ、その中に組み込むことが重要です。

情報システム部

TOPICS 2

ISMSが達成すべきこと

リスクマネジメントプロセスを適用

利害関係者に対する「信頼」の醸成

情報の機密性、完全性および
可用性をバランス良く

維持・改善

成果
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新型コロナウイルス感染症予防対策

　当社では、お客さまやお取引先さまならびに当社社

員とその家族をはじめとするすべてのステークホル

ダーの皆さまの安全確保と感染拡大防止に向けて、テ

レワークでの在宅勤務や時差出勤、リモートでの商談

に取り組んでいます。

　また、新しい勤務形態の活用を推進するとともに、「ア

ルコール・パーテーションの設置」のほか、「一人用

Web会議スペースの新設」を行い、オフィス内につい

ても予防対策の徹底を図っています。

　2020年に引き続き認定されました「健康経営優良

法人2021 （大規模法人部門）」として、今後も「密閉」

「密集」「密接」という三密状況の発生を避け、「新しい

生活様式」を参考に対策を継続させることで社会へ貢

献していきます。

1  エントランス・ロビー

当社のエントランスに、非接触自動検温器お

よびアルコール消毒液を設置し、検温、手指

の消毒を実施しています。

2  会議室・応接室

机上にアクリル板パーテーションを設置し、

お客さまおよび従業員の感染予防に努めて

います。

3  オフィス内

ドア横やコピー機横などにアルコール消毒

液を設置し、従業員がこまめに消毒できる

環境を整えています。

4  一人用Web会議スペース

リモートワークの影響で増加したWeb会議

に対応するため、社内に一人用Web会議ス

ペースを新設。これにより、オフィス内での人

の往来や周囲の音を気にせずに、静かなス

ペースでWeb会議を行うことが可能となり

ました。

TOPICS 3

1

3 4

2
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大牟田営業所移転　～新たな拠点でさらなる生産性向上を目指す～

　大牟田営業所は、2012年2月に開所し、その後9

年間、お客さまおよび地域の皆さまとともに歩んでき

ましたが 、この度、さらなる生産性の向上に向け、新

事務所である大牟田ビルに移転しました。新事務所の

ワークスペースは、作業スペースを広く設け、快適な

空間を構築しています。 Web会議などに便利な最先

端のワークポッドも導入し、コロナ禍における働き方

改革にも対応しています。また、強固なセキュリティ

システムを導入し、外部侵入リスクなどを極小化する

安全な職場環境も実現しています。また、窓の外には

大牟田市中心部が一望できる開放的な空間となって

います。

　今後もこの新事務所にて、営業活動に励み、お客さ

まや地域の皆さまの発展に貢献していきます。

TOPICS 4

受付前

大牟田営業所

〒836-0842
福岡県大牟田市有明町1-1-2
大牟田ビル5F

オフィス風景 会議室

応接室 ワークポッド
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健康経営優良法人2021に認定

　前期に引き続き、当社は経済産業

省が毎年行う顕彰制度「健康経営優

良法人認定制度」におきまして、大

規模法人部門の「健康経営優良法

人2021」に認定されました。

　この認定制度は、社員やそのご家

族に対して行っている健康管理に関

する対策を数値化することで、社員

の心身の健康と企業の成長を促すこ

とを目的とした制度です。

　今回の認定内容としては、新型コ

ロナウイルスをはじめとする感染症

対策や、健康診断・ストレスチェック

結果を基にした生活習慣病重症化

予防対策、喫煙率の低下などが平

均を上回る高評価を受けました。社

員が健康であることは、当社の成長

にも大きくつながりますので、今後

も健康経営に積極的に取り組んで

いきます。

法人名

貴法人は、従業員の健康管理を経営的な
視点で考え、戦略的に実践する「健康経営」
の取組が優良であると認められました
よって、ここに「健康経営優良法人 2021
（大規模法人部門）」として認定します
経済産業省及び厚生労働省と共に、今後一層
取組を推進されることを期待いたします

２０２１年３月４日

日本健康会議

認定証
（大規模法人部門）

21

西川計測株式会社

07500

   健康経営
           https://www.nskw.co.jp/company/health.html

社員が核となって、お客さま、お取引先、株主の皆さま、社員、そして、社会全体を良くしていきたいと願っています。
核となる社員ひとり一人が生き生きと働けるよう、環境づくりに力を入れています。

TOPICS 5
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資産の部
前期 

2020年
6月30日現在

当期 
2021年

6月30日現在

流動資産 18,839,370 19,358,095

現金及び預金 8,736,954 9,810,262

受取手形 421,964 640,528

電子記録債権 1,668,839 1,857,199

売掛金 6,179,414 5,261,771

商品 1,492,617 1,686,704

前渡金 87,404 52,729

前払費用 37,433 48,292

その他 214,741 606

固定資産 3,503,736 4,194,311

有形固定資産 265,780 272,902

無形固定資産 130,770 411,121

投資その他の資産 3,107,185 3,510,288

投資有価証券 2,420,227 2,628,135

役員に対する保険 
積立金 311,203 573,281

繰延税金資産 118,733 33,170

破産更生債権等 761 527

その他 256,984 275,675

貸倒引当金 △ 725 △ 502

資産合計 22,343,106 23,552,407

負債の部
前期 

2020年
6月30日現在

当期 
2021年

6月30日現在

流動負債 10,670,958 10,839,538

電子記録債務 3,110,828 3,093,653

買掛金 4,652,733 4,299,571

リース債務 10,340 7,886

未払金 352,067 278,215

未払費用 198,919 200,819

未払法人税等 370,052 329,962

前受金 1,681,763 2,222,899

預り金 287,885 304,967

受注損失引当金 — 264

その他 6,367 101,298

固定負債 48,739 47,539

リース債務 14,516 6,524

長期未払金 1,828 1,828

退職給付引当金 32,394 39,186

負債合計 10,719,697 10,887,077

（注）金額は千円未満の端数を切り捨てております。（単位：千円）

純資産の部
前期 

2020年
6月30日現在

当期 
2021年

6月30日現在

資本金 569,375 569,375

資本剰余金 815,226 815,226

資本準備金 814,474 814,474

その他資本剰余金 751 751

利益剰余金 9,384,547 10,301,181

利益準備金 125,475 125,475

その他利益剰余金 9,259,072 10,175,706

自己株式 △ 159,081 △ 159,081

評価・換算差額等 1,013,341 1,138,628

純資産合計 11,623,408 12,665,329

負債純資産合計 22,343,106 23,552,407

貸借対照表

資産合計

現金及び預金、投資有価証券等
が増加したことなどにより、前期
末に比べ12億９百万円増加し、
235億52百万円（前期比5.4％
増）となりました。

負債合計

前受金が増加したことなどにより、
前期末に比べ１億67百万円増
加し、108億87百 万 円（前 期 比
1.6％増）となりました。

純資産合計

利益剰余金の増加などにより、
前期末に比べ10億41百万円増
加し、126億65百万円（前期比
9.0％増）となりました。

要約財務諸表
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（注）金額は千円未満の端数を切り捨てております。（単位：千円）損益計算書

前期 
2020年6月期

当期 
2021年6月期

営業損益の部 営業収益
売上高 31,666,911 30,472,586

営業費用 29,588,075 28,557,078

売上原価 25,065,873 24,078,504
販売費及び一般管理費 4,522,202 4,478,574

営業利益 2,078,836 1,915,507

営業外損益の部 営業外収益 64,500 89,056

　受取利息及び配当金 56,485 62,899

その他営業外収益 8,014 26,155

営業外費用 643 3,238

その他営業外費用 643 3,238

経常利益 2,142,693 2,001,325

特別損益の部 特別利益 11,278 —

税引前当期純利益 2,153,971 2,001,325

法人税等 651,794 630,479

当期純利益 1,502,177 1,370,845

売上高、営業利益、当期純利益

ライフライン（電気・ガス・水道）関連
が堅調に推移したことに加え、食品・
飲料メーカ向けの分析機器販売が好
調となりましたが、自動車関連の回復
が遅れ、「売上高」は304億72百万円

（前期比3.8％減）となりました。利益
面は減収に伴い、「営業利益」は19
億15百万円（前期比7.9％減）、「当
期純利益」は13億70百万円（前期比
8.7％減）となりました。

キャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー
は、税引前当期純利益20億１百万円
に対し、前受金の増加や売上債権の
減少などにより、21億79百万円の収
入 となりました。投 資 活 動 による
キャッシュ・フローは、無形固定資産
の取得や役員保険加入などにより、
６億41百万円の支出となりました。
財務活動によるキャッシュ・フロー
は、配当金の支払による支出などによ
り４億64百万円の支出となりました。

（注）金額は千円未満の端数を切り捨てております。（単位：千円）

前期 
2020年6月期

当期 
2021年6月期

営業活動によるキャッシュ・フロー 992,034 2,179,168

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 199,497 △ 641,550

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 515,652 △ 464,309

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 276,885 1,073,307

現金及び現金同等物の期首残高 8,460,069 8,736,954

現金及び現金同等物の期末残高 8,736,954 9,810,262

キャッシュ・フロー計算書
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決算のポイント
　当期業績は、ライフライン（電気・ガス・水道）関連が堅調に推移したことに加
え、食品・飲料メーカ向けの分析機器販売が好調となりましたが、自動車関連の
回復が遅れ、「売上高」は304億72百万円（前期比3.8％減）となりました。利益
面は減収に伴い、「営業利益」は19億15百万円（前期比7.9％減）、「経常利益」は
20億１百万円（前期比6.6％減）、「当期純利益」は13億70百万円（前期比8.7％
減）となりました。
　受注関連につきましては、大型の浄水場設備更新案件獲得により「制御・情報
機器システム」が好調となり、「受注高」は316億77百万円（前期比8.5％増）、「受
注残高」は145億22百万円（前期比9.0％増）となりました。

売上高
（百万円）

総資産
（百万円）

経常利益
（百万円）

自己資本比率
（%）

当期純利益
（百万円）

ROE
（%）

2021年
6月期

2021年
6月期

2021年
6月期

2021年
6月期

2021年
6月期

2021年
6月期

2017年
6月期

2017年
6月期

2017年
6月期

2017年
6月期

2017年
6月期

2017年
6月期

2018年
6月期

2018年
6月期

2018年
6月期

2018年
6月期

2018年
6月期

2018年
6月期

2019年
6月期

2019年
6月期

2019年
6月期

2019年
6月期

2019年
6月期

2019年
6月期

2020年
6月期

2020年
6月期

2020年
6月期

2020年
6月期

2020年
6月期

2020年
6月期

制御・
情報機器システム

17,030百万円

計測器

3,777百万円

分析機器

7,542百万円

産業機器・その他

2,122百万円

売上高
30,472百万円

（2021年6月期）

グラフで見る西川計測
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制御・情報機器システム
 プロセスコンピュータ

 温度計

 流量計

 圧力計

 プロセスコントローラ ほか

　自動車、石油、化学、食品、薬品、電機、電子、建設などの様々な
産業分野で、生産現場のPA（プロセスオートメーション）化、FA（ファ
クトリーオートメーション）化を進める際の制御・情報機器システム
のエンジニアリングを行っています。非製造業の分野では、上下水道、
電力、ガスなどライフラインの公益事業関連でシステムインテグレー
タとして高い評価と信頼を得ています。
　業種別に「基本設計→詳細設計→システム構築→施工管理→ス
タートアップ」まで一貫処理できる体制を確立して、顧客ニーズにき
め細かく対応しています。

分析機器
 ガスクロマトグラフ

 液体クロマトグラフ

 ICP質量分析装置 ほか

　民間および官公庁の研究開発機関などで使用される、ラボ用分析
機器、環境用分析機器を取り扱っています。当社ではガスクロマトグ
ラフ、液体クロマトグラフ、ICP質量分析装置などのコンサルティン
グ販売を行い、高い実績を上げています。
　この数年は大気・水質汚染、輸入食品の農薬分析などに伴う環境
分析機器や、国の水質基準改訂に伴う水道水分析装置の需要が増
えつつある一方、半導体、製薬、石油関連産業においても研究開発
用の分析機器の需要が活発化しています。

計測器
 電力計

 オシロスコープ

 レコーダー ほか

　取り扱っている計測器は、計測対象により電圧、電流、温度、長さ、
振動、音と極めて多岐に及んでいます。
　当社では、各業種の試験研究分野向けの計測器納入と計測に関す
るソリューションの提供を積極的に行い、電機・電子などの先端技
術、自動車開発分野にも貢献できる計測器の提供を行っています。ま
た、お客さまのニーズに応えられるよう、レンタルビジネスにも取り
組んでいます。

産業機器・その他
 研究開発向けオリジナル試験装置

 教育機関向けプラント装置

 受託計測 ほか

　自動車をはじめとする輸送機器や半導体関連の環境試験装置、太
陽光発電をはじめとする新エネルギーなどの研究開発分野に向け
た当社オリジナルの試験装置を販売しています。また、計測・制御・
通信に関わる専門知識を活かし、依頼された様々な測定データを
お客さまへ提供する「受託計測」ビジネスにも積極的に取り組んで
います。

事業のご紹介
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概要  （2021年6月30日現在）

商号 西川計測株式会社

本社所在地 東京都渋谷区代々木3-22-7 
新宿文化クイントビル 5階

創業 1932（昭和7）年10月

資本金 569,375千円

従業員数 413名

取締役  （2021年9月29日現在）

代表取締役社長 田中  勝彦

代表取締役常務 営業統括本部長 尾池  一郎

取締役 公共営業本部長 須田  真

取締役 技術ソリューション統括本部長
兼 VAソリューション本部長
兼 サービス本部長

赤塚  雅賢

取締役 コーポレート本部長 後藤  靖文

取締役 
（常勤監査等委員）

石川  博史

取締役 
（監査等委員）

野田  謙二

取締役 
（監査等委員）

熊澤  賢一

執行役員  （2021年9月29日現在）

執行役員 IMソリューション本部長 木津  章三

執行役員 エネルギー営業本部長 小山  和彦

執行役員 首都圏営業本部長 福山  貴弘

執行役員 分析営業本部長 美濃  宏明

執行役員 関西支社長 森田  信

執行役員 コーポレート本部副本部長 副島  靖

執行役員 九州支社長 福羅  憲二

執行役員 西九州支店長 松尾  晃也

執行役員 エンジニアリング本部長 伊藤  陽久

国内ネットワーク

本社外観

会社情報

本社

千葉営業所
埼玉支店

多摩営業所

大阪営業所 相模原営業所

沖縄営業所

関西支社
九州支社

熊本営業所

大牟田営業所 福島営業所
宇都宮営業所

鶴岡営業所

横浜営業所
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大株主  （2021年6月30日現在）

株主名 所有株式数（株） 出資比率（%）

横河電機株式会社 442,400 13.14

光通信株式会社 333,600 9.91

西川  徹 241,200 7.16

株式会社UH Partners 2 230,800 6.85

西川計測社員持株会 200,100 5.94

西川  隆司 198,300 5.89

株式会社三井住友銀行 120,000 3.56

STATE STREET BANK AND TRUST CLIENT 
OMNIBUS ACCOUNT OM02 505002

85,200 2.53

日本生命保険相互会社 80,000 2.37

重田  康光 77,000 2.28

（注）出資比率は、自己株式（67,942株）を除いて計算しております。

株価の推移

所有者別株式分布状況  （2021年6月30日現在）

自己名義株式
1.98%

外国人
4.13%

金融機関
9.31%

その他国内法人
36.57%

個人・その他
47.48%

証券会社
0.53%

20年7月 8 月 9 月 10 月 11月 12 月 21年1月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月

株価
高値（円） 4,080 4,045 4,230 4,405 4,445 4,800 4,800 4,700 4,970 4,725 4,820 4,750

安値（円） 3,670 3,735 3,805 4,110 4,140 4,400 4,655 4,120 4,045 4,325 4,530 4,505

出来高（株） 13,500 11,700 16,800 13,500 7,300 8,200 4,400 8,300 15,500 9,000 10,700 13,800

株式の状況
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西川計測株式会社　 〒151-8620  東京都渋谷区代々木3-22-7  新宿文化クイントビル5階 　TEL. 03-3299-1331　FAX. 03-3299-1477

事業年度 毎年7月1日から翌年6月30日まで

定時株主総会 毎年9月下旬

単元株式数 100株

基準日 定時株主総会・期末配当：毎年6月30日

（中間配当を実施する場合：毎年12月31日）

公告方法 電子公告とします。

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子

公告ができない場合の公告方法は、日本経済新聞

に掲載する方法とします。

［電子公告ページURL］ 

https://www.nskw.co.jp/

	住所変更、単元未満株式の買取等のお申し出先について
	 株主さまの口座のある証券会社等にお申し出ください。なお、証券会

社等に口座がないため特別口座が開設されました株主さまは、特別

口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申し出く

ださい。

	未払配当金の支払いについて
	 株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出くだ

さい 。

投資家情報Webページのご紹介

https://www.nskw.co.jp/ir/
有価証券報告書や決算短信などIR資料をご覧いただけます。

株主メモ

にしかわ通信株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先

（電話照会先）

〒168-0063

東京都杉並区和泉二丁目8番4号

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）

証券コード 7500


